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１０月１７日（木）は前期終業式でした。各学級担任に告
げていた、「前期頑張ったこと」を、各家庭に帰ったら家の
人にも伝えるよう子供たちに話をしました。子供たちの前期
の頑張りは、保護者の皆さんに届いたでしょうか。「長井小
９つの取組」の中で、賞状が授与される５つの取組があり

ますが、本校の子供たち、２４２人の終業日の前日までの達成状況を紹介します。

多くの子が、
達成感に満ちた
笑顔と共に校長
室に賞状をもら
いに来ます。あ
ともう少しで達成
しそうだと伝えに
来る子もいます。

さて、１０月１６日は、来年度本校に入学予定の３１人の児童を対象に、就学時健
康診断が行われました。保護者に向けた「子育て支援講座」では、本校のスクー
ルカウンセラーを務める小川先生に話をしていただきました。
小川先生の話の中に、「心の三大欲求を満たす関わり」の一つとして、「自分は

何かできるという感覚（有能感・自己効力感）」がありました。その感覚を子
供が得るために、いくつか必要とされるものがあります。
「代理経験（モデリング）」
自分ができないことができている大人を見て“ああやればいいんだ”とモデ

ルにすることだそうです。あきらめないこと、最後までやってみること、前向きに
生きていく力強い姿を見せること…。大人(親)の生き方が子供に大きな影響を与
えるとのことです。ですが、子供が目覚めている時間で考えれば、保護者の皆
さんと同様、もしくは、教師の方が関わりが長い日もあります。子供の人格形
成に大きな影響を与えることを、教職員一同でもう一度考える機会となりました。
「承認」
子供が成功したとき、素晴らしい成果を残したとき、私たち大人はそれをほめ

ますが、それでは不十分。その過程をほめてくださいと話が続きました。結果
だけほめられた子は、うまくいかなそうだと思うとあきらめてしまうことがあり、
過程をほめられた子は、どうすればうまくいくかと思考するからだそうです。
子供のことを見続けていないと、成功の過程には気づけません。結果としてはま
だ表れていなくても、その過程に目を向けたいものです。

前述の、５つの取組。３月には全員が賞状をもらい、どの子にも、やり遂げる経
験と、認められ、頑張りを承認される感覚を味わわせたいと思います。子供たちが
ご家庭で努力をしている姿も、是非、学校に教えてください。一緒に共有し、一緒
に成功の過程をほめ、子供たちが自信をもって、伸びてほしいと考えています。

日 曜 行事予定

１ 金 特日３ 給食なし １･２年サツマイモ掘り
２ 土 第２回資源回収
３ 日 文化の日
４ 月 振替休日
５ 火 全校朝会 ４年音楽指導 おはなし会
６ 水 ３年社会科見学 委員会 おはなし会
７ 木 ２年町探検 さわやか調べ

校内授業研究会
８ 金 校内授業研究会 おはなし会
９ 土
10 日
11 月 １･２年遠足 ３年スーパー見学

くまなび⑩ おはなし会
12 火
13 水 スクールカウンセラー来校日

長井・秦交流事業１～４年 おはなし会
14 木 県民の日
15 金 スクールソーシャルワーカー来校日

非行防止教室
16 土
17 日
18 月 くまなび⑪ ありがとう集会
19 火 生徒指導訪問
20 水 全学年５時間授業 児童集会（図書）
21 木 ４年熊谷市音楽会
22 金 ロング清掃
23 土 勤労感謝の日
24 日
25 月 ４時間授業 給食あり 指導課訪問
26 火 特日
27 水 木曜日課
28 木 水曜日課 クラブ

ひまわり講座グラウンドゴルフ
29 金 全学年特日６時間 授業参観･懇談会

PTA第３回理事会 学校運営協議会
30 土 リレーカーニバル

１２月の主な行事予定
２ （月） 一斉下校 くまなび
３ （火） 校内持久走大会
４ （水） 人権講話 委員会
５ （木） ６年修学旅行(～６日）

スクールソーシャルワーカー来校日

９ （月） 計算オリンピック くまなび
１０ （火） 児童集会
１１ （水） OBLクラブ スクールカウンセラー来校日

１２ （木） ５年合同タグラグビー大会 さわやか調べ
１３ （金） 特日 冬季教育相談（～１２/２０）
１６ （月） くまなび
１７ （火） 特日５（～１２/２０）
２３ （月） くまなび
２４ （火） 後期後半終了 特日３ 給食なし

冬季休業日(１２/２５～１/７）

～長井・秦小交流会～

１年生 ２年生

３年生 ４年生

５年生 ６年生

後期始業式で紹介したたとえ話です。
きこりが親方から斧を１本渡され、森の木

を切るように言われました。きこりはやる気
満々でその日１日で１８本の木を切り倒し、
親方から「よくやった。この調子で頼むぞ。」
と褒められて“明日はもっと頑張ろう”と思い
ました。次の日も同じように木を切りました
が、１５本が精一杯。疲れたのだろうと早め
に寝ました。３日目、今日は１８本の記録を
超えるぞと起き出しましたが、１８本の半分
も切り倒せません。次の日は７本。また次の
日は５本。最後には２本目をやっと切り終え
る状態でした。ビクビクしながら、正直に親
方に報告したところ、親方は「最後に斧を研
いだのはいつのことだい」と聞きました。き
こりは「斧を研いでいる時間はありませんで
した。木を切るのに精一杯だったからです。」
と答えました。
本来の力を発揮させるための基本・大切な

ことについて話しました。子供たちにとって
「斧を研ぐ」とは、どんなことを指すでしょ
うか。

１０月１６日に新しい先生が加わり、長井小
学校の職員は４２名となりました。
２年生から５年生の算数の授業を担当しま
す。どうぞよろしくお願いします。

１０月３日に秦小学校と交流会をしました。全体会の後、各学年で

工夫しながら活動し、楽しい時間となりました！


